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ゲルマン語強変化動詞第 1 種の歴史的変遷（2）67

下嵜　正利

2.5. ドイツ語
　古高ドイツ語の ī,	ei,	ē,	iは，中高ドイツ語でもそのまま変わらない。従って，
中高ドイツ語におけるアプラウトのパターンは，基本的に古高ドイツ語のそれ
と同様である。中高ドイツ語で î – ei – i – iというアプラウトを行う動詞には，
次のものがある。

bîten,	bîʒen,	blîchen,	brîsen,	brîden,	 tîchen,	 trîben,	vlîʒen,	gîgen,	glîen,	glîten,	
glîmen,	glîfen,	glîʒen,	gnîten,	grînen,	grîfen,	lîben	(schonen),	nîgen,	-rînen,	kînen,	
klîben, krîen, krîgen, krîsen68,	krîschen,	krîʒen,	quînen,	 lîben	(übrig	bleiben),	
lîchen	(gefallen),	-lîmen,	lîden,	mîden,	nîden,	phîfen,	prîʒen,	rîten,	rîsen,	sîgen,	
sîfen,	schîben,	schîten,	schînen,	schîʒen,	schîden,	schrîen,	schrîben,	schrîten,	
slîten,	slîchen,	slîfen,	slîʒen,	smîʒen,	snîden,	splîʒen,	 -sprîten,	sprîʒen,	stîgen,	
strîten,	strîchen,	swîfen,	swîgen,	swîchen,	swîmen,	swînen,	wîgen	(kämpfen)69, 
wîchen,	wîfen,	wîsen	(vermeiden),	wîʒen	(vorwerfen),	rîben,	rîʒen,	rîden	(drehen)

krîenは古フランス語からの，phîfenはラテン語からの借用語である。
　古高ドイツ語で見られた動詞の内，-rīman,	-wīʒan	(gehen),	rīdan	(wachsen)は
姿を消している。過去分詞由来の形容詞wësanも失われている。-rīhhanは弱変
化へ移行している70。-sprîtenは，過去分詞の用例 (underspriten)しか残されてい
ない。
　逆に，上であげた動詞の内，次のものは古高ドイツ語期の文献には見られず，
中高ドイツ語期になって初めて文献に現れる。

brîsen, brîden, tîchen, gîgen, glîen, glîten, glîmen, glîfen, krîen, krîgen, krîsen, 
krîschen,	krîʒen,	quînen,	-lîmen,	prîʒen,	sîfen,	schîben,	schîten,	schîden,	slîten,	
splîʒen,	sprîʒen,	swîfen,	swîmen

67 「ゲルマン語強変化動詞第1種の歴史的変遷 (1)」は，『山口大学独仏文学第41号』
(2019)所収。
68 krîsenには，強変化動詞第5種のkrësenという別形が存在している。
69 germ. *weihanからは，wîgen	(kämpfen)とwîhen	(schwächen)という2つの動詞が生じ
ている。
70 古高ドイツ語の -rīhhanと rīhhenと rīhhēnがまとまって中高ドイツ語の rîchenになっ
ている。
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glîenは，過去複数語幹において語幹末に -rが加えられる71。
　古高ドイツ語期から存在はしていたが，弱変化から強変化へ移行しているも
のもある。lîchenは古高ドイツ語では弱変化第3種 (līhhēn)	，phîfenは弱変化第
2種 (phīfōn)，swîgenは弱変化第3種 (swīgēn)である。lîchenはまだ弱変化も示
している。nîdenは，古高ドイツ語期，資料上の制約のため強変化か弱変化か
判然としないが，中高ドイツ語期では，まれに弱変化形も見られるが，たいて
いは強変化である。
　中高ドイツ語で î	–	ê	–	i	–	iというアプラウトを行う動詞には，次のものがあ
る。rîhen (durch etw. Zusammanhaltendes verbinden, aufreihen)は，中高ドイツ語
期になってから文献に見られるようになる動詞である72。

lîhen,	rîhen,	sîhen,	spîen,	zîhen,	dîhen,	wîhen	(schwächen)

古高ドイツ語で見られた -rīhan	(hüllen)と rīhan	(winden)は姿を消している。
snîwen	<	snīwanも，強変化形は命令法の snîを残すのみで，弱変化へ移行して
いる。
　schrîenと spîenは，すでに古高ドイツ語において，各語幹に様々な別形が存
在していたが，中高ドイツ語では，次のような諸形態が見られる73。

schrîen/schrîgen/schrîn	–	schrei/schrê	–	schrirn/schriuwen/schrûwen
	–	geschrirn/geschriuwen/geschrûwen

spîen/spîwen	–	spê/spei	–	spiwen/spirn/spiuwen/spûwen
																																						–	gespiwen/gespirn/gespiuwen/gespûwen

spîenの過去単数語幹では，spēhという形態は見られなくなっている。schrîen
と spîenの間に相互に類推が働いたため，過去単数語幹において schreiに倣って
spei，spêに倣って schrêという形態が形成されている。古高ドイツ語では -rを
伴った形態がskrīanの過去複数形と過去分詞，spīwanの過去分詞で見られたが，
中高ドイツ語では更に spîenの過去複数形にも現れている。過去複数語幹及び
過去分詞の語幹では，語末子音がwの時，方言により iに代わって iu,	ûが現れ，

71　 glîenの過去分詞は残されていない。
72 本稿では，Seebold (1970)に従い，この意味の rîhenの祖形を*reihanとしている。註
29を参照のこと。
73 schrîenと spîenはこの他，弱変化も示している。また spîenには spiuwen,	spûwenとい
う別形もある。
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それにより spîenの過去複数形に spiuwen,	spûwen74，過去分詞に gespiuwen, 
gespûwenという別形が生じている。schrîenの過去複数形の schriuwen, 
schrûwen，過去分詞のgeschriuwen,	geschrûwenはこれらの形態への類推か，あ
るいは spîenへの類推でwが語幹末に付加され，その後同様の音変化が起き形
成されたものと考えられる。
　schreiと schrê，spêと speiのような過去単数語幹における母音の揺れは， glîen, 
lîhan, dîhanにおいても見ることができる。glîenにおいては本来のeiと並んでê
が，lîhanとdîhanにおいては本来のêと並んでeiが用いられている。
　文法的交替に関しては，brîden, lîden, mîden, nîden, snîden, rîdenが d～ t，
lîhen, rîhen, sîhen, zîhen, dîhen, wîhenがh～ g，rîsenが s～ rという交替を示して
いるが，それぞれd, h, sの方への平均化が見られる。この文法的交替の平均化
は，地域による差が大きい。brîsen, krîsen, schîden, wîsenでは文法的交替は見ら
れない。lîhenの過去分詞にはgeligen, gelihenと並んで，h～ wという交替を示
すgeliuwenという形も見られる。wの前の iuに関しては，上記を参照のこと。
　初期新高ドイツ語期になると，音韻的にも形態的にも大きな変化が生じる。
中高ドイツ語のêはそのままe [e:]として保持されるが，îとeiは共に[aɪ]になる。
中高ドイツ語の短母音は閉音節では短母音のまま保持されるが，開音節では長
母音化する75。ただし，短母音の開音節での長母音化にはかなり例外があり，
特に後続子音が tの時は長母音化が起こらないことが多く，強変化動詞第1種
の過去複数語幹と過去分詞の語幹では，tの前の iは一貫して長母音化せず短母
音のまま保持される76。
　過去単数語幹の幹母音ei	[aɪ]とe [e:]は，すでに中高ドイツ語において分布に
揺れが生じていたが，初期新高ドイツ語ではすべてeiで統一する方向へ向かっ
ていく。この変化に加え，過去単数語幹と過去複数語幹の統合が起こってくる。
過去単数語幹が用いられていたところで過去複数語幹が用いられたり，逆に過
去複数語幹が用いられていたところで過去単数語幹が用いられたりするように
なるが，最終的には過去複数語幹が統一過去語幹として残る。これは，現在語
幹と過去語幹が同一になることを避けたためである77。

74 古高ドイツ語では，spīwanの過去複数形に spuuumという別形が見られたが，この
形態の幹母音の長短は実ははっきりしていない。もし短母音だったとすると，この
形態は中高ドイツ語では消失したことになる。もし長母音だったとすると，spûwen
との関連が問題となってこよう。
75 この変化の後，二重子音の単純子音化が起こる。
76 Reichmann/Wegera (1993), §L34及びPaul (231989), §45を参照のこと。なお，逆に中高
ドイツ語の短母音が閉音節で長母音化することがあるが，これについてはReichmann/
Wegera (1993)の同箇所及びPaul (231989), §46を参照のこと。
77 現代ドイツ語では，すべての動詞で現在形と過去形の形態が異なる。
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　これらの変化の結果，語幹が高地ドイツ語子音推移により生じた無声摩擦音
あるいは tに終わる場合は，ei	[aɪ]	–	i	[ɪ]	–	[ɪ]，それ以外の場合はei	[aɪ]	–	ie	[i:]	–	
ie [i:]というアプラウトを行うようになり78，これはほとんどそのまま現在まで
続いている。
　現代ドイツ語でei – i – i, ei – ie – ieというアプラウトを行う動詞は，それぞ
れ次の通りである。

ei – i – i
beißen,	befleißen,	gleiten,	greifen,	kneifen,	kneipen,	gleichen,	leiden,	pfeifen,	
reiten, scheißen, schreiten, schleichen, schleifen, schleißen, schmeißen, 
schneiden, spleißen, streiten, streichen, weichen, reißen

ei – ie – ie
treiben, bleiben, leihen, meiden, preisen, scheiden, scheinen, schreien, 
schreiben, speien, steigen, schweigen, zeihen, gedeihen, weisen, reiben

　schreienとspeienは，古高ドイツ語期より各語幹に様々な別形が存在していた
が，最終的には，共時的に見て変則的な形態が排除され，過去形と過去分詞の
幹母音は ieのみとなり，語幹形態はすべて幹母音で終わり後ろに子音を伴わな
い形態にそろえられた79。leihenも過去形と過去分詞の幹母音はieのみとなった。
　中高ドイツ語で強変化動詞第1種として現れている動詞の内，次のものは失
われている。

bîten,	brîsen,	brîden,	tîchen,	glîen,	glîmen,	glîfen,	gnîten,	lîben	(schonen),	-rînen,	
kînen,	klîben,	krîen,	krîgen,	krîsen,	quînen,	lîchen	(gefallen),	-lîmen,	prîʒen,	rîsen,	
sîgen,	sîfen,	schîten,	schîden,	slîten,	sprîten,	sprîʒen,	swîchen,	swîmen,	swînen,	
wîgen80,	wîhen,	wîsen	(vermeiden),	wîʒen	(vorwerfen),	rîden

　次の動詞は，中高ドイツ語では強変化第1種であるが，現代ドイツ語では弱
変化へと移行している。

78 ただし，kneipenと後述のkeifen, kreischen（註81を参照のこと）のアプラウトはei 
[aɪ]	–	i	[ɪ]	–	[ɪ]である。
79 ただし，バイエルン・オーストリア方言では，標準語の speienに対し，wから変化
したbを語幹末に伴う speibenが用いられる。
80 現在分詞由来の名詞Weigandも一旦失われるが，後に復活している。
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bleichen, geigen, gleißen, greinen, neigen, kreischen81, kreißen, neiden, reihen, 
seihen, schweifen, weifen

中高ドイツ語においてすでにほとんど弱変化になっていた schneienも，現代標
準ドイツ語では完全に弱変化である82。
　scheiben, schleißenは，中高ドイツ語では常に強変化であるが，現代ドイツ語
では強変化形と弱変化形が併存している。scheibenはまたアプラウトも特殊で，
scheiben – schob – geschobenと変化する。これは schiebenと混同され，過去形と
過去分詞の幹母音が schiebenのそれに置き換わってしまったことによる。
gleiten, scheinen, zeihenも，かつて一時期弱変化形が併存していたことがある
が，現在では弱変化形は失われている83。
　中高ドイツ語期に存在していた強変化動詞第1種の内の多くが，失われたり
弱変化へ移行している一方で，数は多くないが，初期新高ドイツ語期以降に新
たに強変化動詞第1種に加わった動詞が存在する。
　keifenは中高ドイツ語期に中低ドイツ語から借用された動詞である84。中高ド
イツ語では，明確に強変化と言える形態は残されていないが，後の時代になる
と強変化と弱変化の両方を示すようになる。現在では強変化形は古形となって
いる。
　同じく中低ドイツ語からkneipenが初期新高ドイツ語期に借用されている。
kneipenが借用された後，これを高地ドイツ語的な形にしたkneifenが新たに形
成され，広く用いられるようになり，kneipenを方言的語彙に押しやってしま
う。kneifenは常に強変化であるが，kneipenは強変化と弱変化が併存している。
　中高ドイツ語のgelîchen, prîsen, wîsenは弱変化であるが，強変化へと移行し
ている (gleichen, preisen, weisen)85。prîsen (> preisen)は古フランス語からの借用
語である。
　scheidenは強変化動詞第7種であったが，第1種へと移行している。
　文法的交替に関しては，ほとんどの動詞が現在語幹の子音に統一する形で捨
て去ってしまっており，現在見られるのは leidenと schneidenのみである。

81 方言によっては強変化形も存在する (kreischen – krisch – gekrischen)。schの前では短
母音の長母音化は起こらない。Reichmann/Wegera (1993), §L34, Anm.3及び Paul 
(231989), §45を参照のこと。
82 方言によっては強変化を示している。
83 ただし scheinenは，方言によっては弱変化形が残っている。
84 中高ドイツ語には，中低ドイツ語kîvenを借用したkîvenと並んで，高地ドイツ語本
来のkîbenが存在していた。
85 この他，speisenや freien等も強変化することがあった。Paul (1968 [1917]), §181, 
Anm.4及びReichmann/Wegera (1993), §M112, Anm.1を参照のこと。
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2.6. 低地ドイツ語
　本稿では中低ドイツ語については専ら北部低地ドイツ語方言を，新低ドイツ
語についてはその中の北低地ザクセン方言を扱うこととする。
　中低ドイツ語では，古ザクセン語の ē	(<germ.	ai)は，i-ウムラウトをしてい
ない場合，[eː]または[ɛː]になる。開音節における古ザクセン語のiは[æː]になる。
本稿では以降，中低ドイツ語の [eː]及び [ɛː]は ê，[æː]は ēと記すこととする。
これらの音変化により，中低ドイツ語の強変化動詞第1種のアプラウトは î	–	ê	
–	ē	–	ēとなる。なお，直説法現在2人称・3人称単数形では，語尾の母音が脱
落した場合，子音群の前で幹母音の短母音化 (î > i)が起こる。中低ドイツ語で î 
–	ê	–	ē	–	ēというアプラウトを示す動詞には，次のものがある。

bîten,	drîven,	vlîen,	vlîten,	gînen,	glîden,	gnîden,	grînen,	grîpen,	nîgen,	 -rîten,	
kîven, kîken, klîven, knîpen, krîgen, krîten, blîven, lîen, lîden, mîden, pîpen, rîden, 
rîen, rîsen, sîgen, schînen, schîten, schrîen, schrîven, slîken, slîten, smîten, snîden, 
spîwen, splîten, stîgen, strîden, strîken, swîgen, swîken, tîen, twîden, dîen, 
wîgen86, wîken, wîten (vorwerfen), wrîven, wrîten

　古ザクセン語に見られた動詞の内，bīdan,	blīkan,	glītan,	-hlīdan,	hnītan,	hrīnan,	
scīthan,	skrīdan,	-wītan	(gehen)は失われている。kīnanは弱変化へ移行している87。
　逆に次にあげる動詞は，中低ドイツ語期になってから強変化動詞第1種とし
て文献に出現するようになっている。

gînen, gnîden, grînen, kîven, kîken, knîpen, krîgen, krîten, pîpen, rîen, schîten, 
slîken, splîten, strîden, strîken, swîgen, twîden, wrîven

pîpenはラテン語からの借用語で，本来弱変化である。swîgenも弱変化第2種
から強変化第1種に移行している。
　中低ドイツ語に見られる強変化動詞第1種の内，次のものは弱変化も示して
いる。

86 wîgenは，Lübben	(1989	[1888])には記載されているが，Lübben	(1970	[1882])にも
Lasch (1974)にも見られない。
87	Lübben	(1970	[1882]),	76頁ではkînenは強変化動詞第1種としてあげられているのに
対し，Lübben	(1989	[1888]),	173頁ではkînenはkîmenという別形とともに弱変化動詞
とされている。本稿では後者に従った。なお現在は，kînenは失われ，kiemen (< 
kîmen)の方が残されている。
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vlîen, vlîten, kîven, kîken, krîgen, mîden, pîpen, rîen, schînen, schrîen, strîden, tîen, twîden

krîgenは更に，強変化動詞第2種の変化も示している。
　文法的交替に関しては，中低ドイツ語では古ザクセン語のthがdになるので，
古ザクセン語においてはまだ見られた th～ dという交替が見られなくなってい
る。rîsenも文法的交替は示していない。中低ドイツ語で見られる文法的交替は，
vlîen, lîen, rîen, tîen, dîenにおける0～ gという交替のみである88。古ザクセン語
の līhanは，h～ wという交替を示していたが，中低ドイツ語では vlîen, rîen, 
tîen, dîenへの類推により，0～ gという交替に置き換わっている。
　vlîen, lîen, rîen, tîen, dîenの過去単数語幹は，文法的交替の平均化により，ch 
<	ǥで終わる。germ. hは中低ドイツ語において長母音の後の語末では消失する
ので89，このchがgerm. hを継承するものではないことは明らかである。
　語幹が母音で終わるvlîen, lîen, rîen, schrîen, spîen, tîen, dîenの現在語幹におい
ては，母音間で生じた渡り音に由来するgを語幹末に持つ別形が形成される90。
vlîen, lîen, rîen, tîen, dîenでは，文法的交替の平均化もこのgを伴う形態の形成
に関与していたものと考えられる。
　schrîenと spîenは，不定詞と強変化直説法過去単数形が次のようになる91。

schrîen/schrîgen	–	schrê/schrach
spîwen/spîen/spîgen	–	spêch

schrêは母音で終わっているが，spêchではch	<	ǥが語幹末に入り込んでいる。
schrachという強変化動詞第5種の形態は，schrîgenの直説法現在2人称・3人称
単数形 (schrichst, schricht) から類推的に形成されたものであろう。spîwenのw
の脱落については，wはすでに古ザクセン語において，母音間にあり後続母音
がu, oの時脱落しており92，更に中低ドイツ語期になると，語中で子音の前にあ
る時も脱落するようになり93，そうして生じたwの無い形態が類推的に広がっ
たものと考えられる。
　新低ドイツ語では，中低ドイツ語のêは ee/e	[ɛi]に，ēは e [eː]あるいは ä	[ɛː]
になる。wieken以外の動詞では，元の過去単数語幹が統一された過去語幹とな

88 中低ドイツ語では，母音間のhは脱落する。Lasch (21974), §226及び§350を参照のこと。
89 同書§351を参照のこと。
90 同書§425, Anm.1を参照のこと。
91 過去複数形と過去分詞は，用例が残されていない。
92 Gallée (31993), §188を参照のこと。
93 Lasch (21974), §301, 1を参照のこと。
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る94。この変化により，wieken以外の動詞のアプラウトは，ie	–	ee/e	[ɛi]	–	e	[eː]/ä		
[ɛː]となる。このパターンのアプラウトを示す動詞は，次のものである95。

bieten, drieven, glieden, griepen, kieken, kniepen, kriegen, blieven, glieken, 
lieden, miegen, rieden, schieten, schrien/schriegen, schrieven, slieken, sliepen, 
slieten, smieten, snieden, spien/spiegen, splieten, stiegen, strieden, strieken, 
swiegen, diehen/diegen, rieven, rieten

wiekenは，次のような変化をする。

wieken	–	week/wiek	–	weken/(wäken)/wieken	–	weken/(wäken)/wiekt

　中低ドイツ語で見られた動詞の内，次のものは見られなくなっている。

vlîen/vlîgen,	vlîten,	gînen,	nîgen,	 -rîten,	klîven,	kriten,	 lîen,	mîden,	rîen/rîgen,	
sîgen, schînen, swîken, tîen/tîgen, twîden, wîgen, wîten (vorwerfen)

　次の動詞は，弱変化へと移行している。

gnieden, grienen, kieven, piepen, riesen, schienen

　nîgen, lîenは，同一語根を持つ弱変化動詞negen, verlehnenに取って代わられ
ている。
　kieken, spien, diehen, wiekenは，強変化動詞第1種として残ってはいるが，過

94 過去単数語幹と過去複数語幹の融合については方言差が見られ，方言によっては過
去単数語幹と過去複数語幹がいまだに区別されており，過去分詞の語幹の幹母音と
同じ母音が過去複数語幹で用いられている。たとえばミュンスターラント方言では，
glieen (gleiten) とgrienen (weinen) 以外の強変化動詞第1種は，過去単数語幹の母音が
ee，過去複数語幹と過去分詞の語幹の母音が iëである。glieenとgrienenでは，過去単
数語幹と過去複数語幹が統合され，過去単数語幹の幹母音であった eeが統合された
過去形の幹母音となっている。Lindow	u.a.	(1998),	120-121頁を参照のこと。
95 同書87頁では，新低ドイツ語の強変化動詞第1種のアプラウトには，ie	–	ee/e	–	e/ä，
ie – ee/e – ie，ie – ee/e – eの3通りがあり，ie	–	ee/e	–	e/äというアプラウトを行う動詞
は bieten, drieven, griepen, kriegen, blieven, lieden, schriegen, schrieven, sliepen, slieten, 
smieten, snieden, splieten, stiegen, swiegen, rieven，ie – ee/e – ieというアプラウトを行う
動詞は gliedenの 1語，ie – ee/e – eというアプラウトを行う動詞は kieken, kniepen, 
glieken, miegen, rieden, schieten, slieken, spie(ge)n, strieden, strieken, rietenとされている。
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去分詞に弱変化形が併存している。
　強変化動詞第1種から消えた動詞がある一方，新低ドイツ語期になってから
強変化動詞第 1種として文献に登場するようになった動詞もある。glieken, 
miegen, sliepenがこれに当たる。
　schrienと spienには，同根で同義の弱変化動詞 schreen, speenが存在している。
どちらも弱変化過去形を持たず，schrien, spienの過去形が用いられる。
　文法的交替の痕跡は，diehen/diegenという二重形態において見られるのみと
なっている。起源的にはVernerの法則によるものではないが，0～ gという交替
は，schrien/schiegen, spien/spiegenという二重形態においても見ることができる。
　中低ドイツで見られた直説法現在2人称・3人称単数形での幹母音の短母音
化は，新低ドイツ語にも引き継がれている。この短母音化は，語幹が母音で終
わる schrien, spien, diehenでは起こらない。短母音化が起こるのは，語幹が子音
で終わる動詞のみである。splietenでは，短母音が現在語幹から形成される他
の変化形にも入り込み，splittenという別形が形成されている。語幹が子音で
終わる動詞の内，次の動詞では直説法現在2人称・3人称単数形において短母
音を伴った形態と長母音を伴った形態の両方が見られる96。

kieken, kniepen, glieken, slieken, sliepen, spiegen, strieken

2.7. オランダ語
　中期オランダ語では，germ. aiは，口の開きの狭い ēまたは eiへと変化して
いる97。強変化動詞第1種の過去単数語幹では常にēが現れる。中期オランダ語
では開音節における短母音の長母音化が起こるが，その際germ. iは舌の位置
が下がり，口の開きの広いǣとなる98。これらの変化により，中期オランダ語に

96 spiegenの場合，長母音が見られるのは3人称単数形のみである。なお，本稿の記述
は，SASS Plattdeutsches Wörterbuch (2009)に基づいている。直説法2人称・3人称単数
形において短母音と長母音の両方を示している動詞については，文献によりあげて
いる動詞に違いが見られ，SASS	Plattdeutsche	Grammatik	(2011),	108-136頁ではkieken
と striekenの2語のみとされている。Lindow u.a. (1998), 87頁では，ie – ee/e – eという
アプラウトを行う動詞すべてが短母音を伴った形態と長母音を伴った形態の両方を
持つとされている。
97 Goosens (1974)は，germ. aiがaiとaeに割れ，aiがei，aeがēに発展したとしている（31
頁，36-37頁）。
98	ēとǣの違いは，開口度の違いではなく，前者が二重母音 [eə]で後者が単純長母音
[eː]であったという説もある。Goosens (1974), 40頁及びvan Kerckvoorde (1993), 7頁を
参照のこと。
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おける強変化動詞第1種のアプラウトは，ī	–	ē	–	ǣ	–	ǣとなる99。
　中期オランダ語でこのパターンのアプラウトを示すのは，次の動詞である。

biden,	biten,	bliken,	driven,	drijschen,	driten,	dwinen,	finen,	vliten,	gliden,	grinen,	
gripen, grisen, beliden (bekennen), nighen, gherinen100, riten, kiven, kiken, cliven, 
nipen, crighen, crijschen, criten, quiten, bliven, gheliken, liden (leiden), miden, 
beniden, pipen, prisen, riden, riën, risen, sighen, siën, versiken, sipen, scinen, sciten, 
scriven, scriden, slipen, sliten, smiten, sniden, spliten, stighen, striden, striken, 
swighen, beswiken, verswinen, tiën, trinen, diën, wiken, wisen, witen, writen

blivenと lidenは過去分詞でghe-が付かない。finenとpipenはラテン語からの，
quitenとprisenは古フランス語からの借用語である。
　次の動詞には，弱変化形も見られる。

bliken, dwinen, finen, vliten, nighen, kiven, quiten, miden, beniden, riën, siën, 
scinen, stighen, striden, tiën, diën, wiken, wisen, wriven

siënはたいてい弱変化である。finen,	quiten,	gheliken,	prisen,	wisenは本来弱変化
だったのが強変化へ移行したものである。belidenも元は弱変化で，beliënとい
う形をしていた。pipenも本来弱変化であったと考えられるが，弱変化形が残
されていない。
　wigenは，中期オランダ語では弱変化である。
　文法的交替は，riën, siën, tiën, diënにおいて0101, ch (<germ. h)～ gh	(<germ.	ǥ)
という交替が見られる。
　scriën102と spiënは，中期オランダ語でも特殊な変化形を示している。

scriën – scre/scrau – scrouwen –（用例無し）
spiën/spuwen/spouwen – speu/spau/spooch/speech

                                                          – spuwen/spouwen/spoghen/spiwen
                      – ghespuwen/ghespouwen/ghespoghen/ghespeghen

99 古期オランダ語ではまだgerm. iの開音節における長母音化と舌の位置の低下が起
こっていないので，アプラウトのパターンは ī	–	ē	–	i	–	iである。
100 単純語の rinenは弱変化動詞である。
101 germ. hは古期オランダ語において，母音間にある時脱落した。Goossens (1974), 68
頁を参照のこと。
102 scriënはほとんど用いられず，代わりに弱変化の screienが用いられていた。
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īの後にwが続くと，īがū	[yː]またはouに変化するか，あるいは īが保持されw
が脱落する103。ūとouの違いは方言的なものである。この変化により，spi-,	
spuw-,	spouw-という3種類の現在語幹が形成される。なお，spuwen, spouwenは
弱変化もする。iの後にwが続く時も，iは iuを経てū	[yː]または ouに変化す
る104。この変化により，過去複数形の spuwen, spouwenという形態，過去分詞の
ghespuwen, ghespouwenという形態が生まれる。過去単数形の speech，過去分詞
のghespeghenは riën等に対する類推による105。speech, ghespeghenという語幹が
ch, ghに終わる形態が形成された後，更に現在語幹の幹母音ūが誘因となり強
変化動詞第2種への類推が働いたことで，語幹がch, ghに終わり強変化動詞第
2種の幹母音を持つ形態，すなわち過去単数形の spooch，過去複数形の
spoghen，過去分詞のghespoghenが形成される。過去単数形の spauは，強変化
動詞第2種で語幹がwに終わるbluwen/blouwen等に対する類推による106。scriën
の過去単数形の scrauと過去複数形 scrouwenは，spiënに対する類推による。
　新オランダ語では，中期オランダ語の īは ij	[ɛɪ]に，ēとǣは融合し e, ee [eː]
になる。ēとǣの融合により，過去単数語幹と過去複数語幹の区別は失われる。
これらの変化により，新オランダ語の強変化動詞第1種のアプラウトは，現在
語幹，過去語幹，過去分詞の語幹の順に ij	[ɛɪ]	–	e,	ee	[eː] – e [eː]となる。
　現在，強変化動詞第1種に属す動詞には，次のものがある。

bijten, blijken, breien, drijven, verdwijnen, vrijen, glijden, grijpen, hijsen107, 
belijden (bekennen), nijgen, rijten, kijven, kijken, (k)nijpen, krijgen, krijten, 
kwijten, blijven, gelijken, lijden (leiden), mijden, pijpen, prijzen, rijden, rijgen, 
rijzen, zeiken, zijgen, uitscheiden, schijnen, schijten, schrijven, schrijden, slijpen, 
slijten, smijten, snijden, spijten, splijten, stijven, stijgen, strijden, strijken, zwijgen, 
bezwijken, wijzen, wijken, wijten, wrijven

中期オランダ語の sighenと siënは融合し，zijgenにまとめられている。

103 Franck (1883), 50頁を参照のこと。
104 Franck (1883), 50頁，100頁及びGoosens (1974), 45頁，50-51頁を参照のこと。過去
複数形の spiwenでは iがū/ouにもǣにもなっていないが，これはFranck (1883), 100頁
でもその可能性があげられているが，方言的なものであろう。
105 de Vries (1987), 687頁，spuwenの項目を参照のこと。Franck (1883)は，ch, ghは渡
り音として発生した jが発展したものと考えている（100頁）。
106 bluwen/blouwenは，bluwen/blouwen – blau – bluwen/blouwen – gebluwen/geblouwenと
いう変化をする。同じ変化をする動詞には他にbruwen/brouwenとruwen/rouwenがある。
107 厳密には，hijsenは初出が1461年で，中期オランダ語の末期であるが，上記にお
いて中期オランダ語期に見られる強変化動詞第1種としてあげずにおいている。
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　現代語では，アクセントの無い接頭辞を伴わない限り，すべての動詞の過去
分詞にge-が付く。
　中期オランダ語で見られた動詞の内，次のものは姿を消している。

biden,	driten,	drijschen,	finen,	vliten,	grinen,	grisen,	gherinen,	cliven,	crijschen,	
versiken, sipen, scriën108, verswinen, trinen, diën

benijdenは完全に弱変化になっている。
　中期オランダ語の spiënは様々な別形を有していたが，新オランダ語ではそ
こから spuwenと spugenという2つの同義の動詞が形成されるに至っている。
spuwenは弱変化である。spugenは弱変化もしくは強変化第2種の変化 (spugen – 
spoog – gespogen)をする。中期オランダ語には見られなかったgを伴う現在語
幹は，過去形のspoog，過去分詞のgespogenから類推的に形成されたものである。
　breien, vrijen, zeiken, spijten, stijvenは，元は弱変化動詞である。breienと
zeikenは綴りからも本来的な強変化動詞第1種ではないことは明らかである。
breien, vrijen, zeiken, stijvenは弱変化と強変化の両方を示している。もっとも，
breienの強変化形は方言的なもので，vrijenの強変化形はくだけた文体での使
用に限られている。
　uitscheidenは本来強変化動詞第7種であるが，„aufhören“の意味の時は強変化
動詞第1種の変化をする109。ただし，この動詞の過去形と過去分詞は，くだけ
た文体でしか用いられない。
　文法的交替は，語形変化系列内では全く見られなくなっている。中期オラン
ダ語の riën/righenと siënと tiënは，語幹末子音がg	<	germ.	ǥ	の方で統一され，
rijgen, zijgen（上記参照のこと）, tijgenとなっている。なお，tijgenは中期オラ
ンダ語の強変化動詞第1種の tiënと強変化動詞第2種の tienが融合した動詞であ
り，不定詞の tijgenは tiënを引き継いでいるが，過去形と過去分詞はそれぞれ
tienの過去形と過去分詞を引き継ぐ toog, getogenとなっている。意味は tienの
意味である。ただし，分離動詞のaantijgenにおいては，まだ tiënの意味が残っ
ている。なお，betijenでは，語幹末が0 < germ. hの形が保持されているが，こ
の動詞は laten betijenという形でしか用いられない。

108 現在，scriënが表わしていた意味を表わす動詞は弱変化の schreeuwenである。中期
オランダ語で scriënに代わって用いられていた screienから来ている schreienは，意味
領域が縮小し，„weinen“の意味に限定されている。
109 „ausscheiden“の意味で用いたときは，scheidenと同様，過去形が弱変化で，過去分
詞が強変化動詞第7種の形である。
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2.8. 英語
　中英語において，古英語のā	(<	germ.	ai)は，北部ではそのまま保持されるが，
南部ではǭになる。南部ではこの音変化によりアプラウトのパターンが ī	–	ǭ	–	i	
– iとなる。北部では早くに過去複数形でも過去単数語幹のāが用いられるよう
になり，アプラウトは ī	–	ā	–	ā	–	iとなる110。15世紀になると大母音推移が始ま
るが，これにより īは /ai/に，ǭは /ou/になる。中英語において強変化動詞第1
種に属す動詞は，次の通りである。

bīden,	bīten,	blīken,	drīven,	drīten,	dwīnen,	fīnen,	flīten,	glīden,	gnīden,	grīpen,		
-grīsen,	rīnen	(berühren),	whīnen,	chīnen111,	 -līven,	 līðen,	mīʒen,	mīðen,	nīpen,	
rīnen	(regnen),	 rīden,	 rīven,	 rīpen112,	 rīsen,	sīen	(sinken,	 fallen),	sīen	(seihen),	
sīken113,	 shīnen,	shīten,	schrīven,	slīven,	slīden,	slīten,	smīten,	snīken,	snīðen,	
stīen,	strīden,	strīken,	strīven,	swīven,	swīken,	swīðen	(brennen),	þrīven,	þwīten,	
wīken,	wīten	(gehen),	wīten	(vorwerfen),	wlīten,	wrēon,	wrīten,	wrīðen	(winden)

　古英語に見られた強変化動詞第1種の内，次のものは中英語で見られなくな
っている。

fīgan,	frīnan,	ġīnan,	hlīdan,	hnīgan,	hnītan,	-clīfan,	-cwīnan,	lēon,	scrīþan,	-swīþan	
(stärken),	þīnan,	þwīnan,	wrīþan	(wrīdan)

　tēonとþēonは中英語では強変化動詞第2種である。共に中英語期の間に消失
する。germ. *weihanは，古英語では現在分詞由来のwīgandが残されていたが，
中英語ではこれも失われる。
mīʒen,	sīen,	stīen,	wrēonにおいては，強変化第1種の変化形と強変化第2種の変
化形が混在している。stīenは弱変化も示している。強変化形と弱変化形が混在
している動詞はかなり多く，stīenの他，以下の動詞があげられる。

dwīnen,	fīnen,	flītan,	glīden,	gnīdan,	grīpen,	-grīsen,	chīnen,	līþen,	rīnen,	rīsen,	sīken,	
schīnen,	slīten,	smīten,	stīen,	swīven,	swīken,	þwīten,	-wīten,	wīten,	wrīten,	wrīþen

110 主として中英語北部方言において，開音節の iはē	[eː]に変化する。そのため，幹
母音が iの過去分詞と並んで幹母音がēの過去分詞が見られることがある。
111	chīnenは，すべての変化形で語頭音がchに統一されている。
112	rīpenの別形 rēpen（< 古英語 reopan）は，強変化動詞第4種と第5種の変化，及び弱
変化をする。
113	sīkenはわずかに過去単数形に強変化形を残すのみで，ほとんど弱変化へ移行して
いる。
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spīwenは完全に弱変化に移行している。
　fīnen,	rīven,	strīven,	swīðen	(brennen),	þrīvenは，中英語期になってから文献に
現れる動詞で，どれも借用語である。rīven,	swīðen,	þrīvenは古ノルド語から，
fīnenと strīvenは古フランス語から借用されたものである。
　中英語においては，過去分詞の接尾辞 -enの脱落が見られるようになる。-en
の脱落が起こるかどうかについては，時期的，地域的，音環境的な違いがある。
　文法的交替はwrēonにおいてしか見られない114。この動詞は古英語において
すでに文法的交替の平均化によりwrīganという別形を生じていたが，この別形
は中英語でもwrīenという形態で継承されている。
　中英語に見られた強変化動詞第1種の内，現在まで残っているものはわずか
である。次の動詞は，あるものはすでに中英語期に，あるものは近代英語期に
入ってから消失している。

blīken,	drīten,	dwīnen,	fīnen,	flīten,	gnīden,	-grīsen,	rīnen,	whīnen,	chīnen,	-līven,	
līþen,	mīʒen,	mīþen,	nīpen,	rīnen,	rīpen,	sīen	(sinken,	fallen),	sīen	(seihen),	sīken,	
schrīven,	slīven,	slīten,	snīken,	snīþen,	stīen,	swīven,	swīken,	swīþen,	þwīten,	
wīken,	-wīten	(gehen),	wīten	(vorwerfen),	wlīten,	wrēon

　現在まだ残っているのは，次にあげる語である。

bide, bite, drive, glide, gripe, ride, rive, rise, shine, shit, slide, smite, stride, strike, 
strive, thrive, write, writhe

この内，glide, gripe, writheは完全に弱変化（規則変化）となっている115。現在，
不規則な変化をしているのは次にあげる語のみである。

bide, bite, drive, ride, rive, rise, shine, shit, slide, smite, stride, strike, strive, 
thrive, write

なお，bideとabide，strideとbestrideには変化の違いが見られるので，以降それ
ぞれ別の動詞として扱うことにする。
　過去分詞の -enは，過去形の幹母音と過去分詞の幹母音が異なる場合には付
き，同じ場合には付かない。ただし，語幹が /d/, /t/に終わる動詞では，若干例

114		tēonとþēonは強変化動詞第2種に移行しているため，除外して考えている。
115 glideは，近代英語期に入ってからも18世紀までglide – glid – glidという変化も示
していた。gripeは，中英語の末期にはすでに弱変化に移行している。
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外が見られる。
　次の動詞は，過去単数語幹の幹母音が過去形の幹母音となったため，/ai/ – 
/ou/ – /i/というアプラウトになっている。

bide, drive, ride, rive, rise, smite, stride, bestride, strive, thrive, write

bide, rive, thriveは弱変化（規則変化）もする。bideの過去分詞は，弱変化形（規
則変化形）しかない116。riveの過去形は弱変化形（規則変化形）が普通で，rove
はまれである。このように弱変化形（規則変化形）を併せ持つ強変化動詞があ
る一方，アメリカ英語では弱変化動詞（規則変化動詞）のdiveが，このグルー
プへの類推で，doveという過去形を持つに至っている。/ai/ – /ou/ – /i/というア
プラウトを行い語幹が /d/, /t/に終わる動詞の過去分詞は，弱変化形（規則変化
形）しか持たないbideを除き，-enに終わるが，かつては -enの無い形態が併存
していた。
　abideと shineは，上記のグループの動詞と同様，過去単数語幹の幹母音が過
去形の幹母音となるが，本来の過去分詞に代わって，過去形が過去分詞として
も用いられるようになり，/ai/ – /ou/ – /ou/というアプラウトを示している117。
abideには本来の過去分詞のabiddenも残されているが，使用はまれである。な
お，abideも shineも弱変化形（規則変化形）が併存している。過去分詞の幹母
音が /ou/の動詞は現在では abideと shineのみであるが，かつては drive, ride, 
smite, bestrideの過去分詞にも幹母音が /ou/の別形があった。
　biteと slideは /ai/ – /i/ – /i/と幹母音が変化する。biteの過去分詞は普通bitten
だが，bitという別形もある。slideの過去分詞は slidだが，かつては sliddenとい
う形態も存在していた。ただし，backslideの場合は，現在でも backslidという
過去分詞とbacksliddenという過去分詞が共に用いられている。幹母音が /i/の
過去形は，bestrideにも別形として存在しており，またかつては ride, smite, 
writeにおいても見られた。幹母音が /i/の過去形を持つ，あるいは持っていた
動詞は，すべて語幹が歯茎閉鎖音に終わっているが，このことは，過去形の幹
母音が /i/になったのには，幹母音が /ai/ – /i/ – /i/と変化し語幹が歯茎閉鎖音で
終わる弱変化動詞118の存在が深く関わっていることを明確に示している119。恐

116 bideにはかつてbidという過去分詞が存在していたので，このグループに分類して
いる。
117 イギリス英語では，shineの過去形と過去分詞で /ou/に代わって /ɔ/が用いられる。
118 chideとhideの2語がこれに当たる。
119 chideとhideが一方的に語幹が歯茎閉鎖音に終わる強変化動詞第1種に影響を及ぼし
ていたのではなく，両者は互いに影響を与え合っており，強変化動詞第1種からの影
響で，chide, hideの過去分詞にchidden, hiddenという-enに終わる形態が形成されている。
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らく，元々過去複数語幹の幹母音として /i/が用いられていたところに，その
ようなタイプの弱変化動詞の影響が加わり，過去形の幹母音が /i/になったの
であろう120。
　shitも過去形の幹母音が /i/であるが，shitの場合，hit等の現在形，過去形，
過去分詞の幹母音がすべて /i/である弱変化動詞への類推が働き，現在形の幹
母音も /iとなっている。
　strikeは /ai/	–	/ʌ/	–	/ʌ/というアプラウトを示すが，これは stick121に対する類推
によるものと考え得られる。なお，本来の過去分詞 strickenは意味が特殊化し，
形容詞として用いられている。
　文法的交替に関しては，中英語においてかろうじてそれを示していたwrēon
が消失してしまったため，全く見られなくなっている。

2. 9. 西フリジア語
　古フリジア語においては，テーマ母音の脱落した直説法現在2人称・3人称
単数形における幹母音 iと，現在語幹を持つその他の形態における幹母音 īの
交替が見られたが，近代西フリジア語ではこの交替は失われる122。
　古フリジア語の īは，近代西フリジア語では，無声子音，鼻音，l，次音節に
属する有声閉鎖音の前で短母音化し，[i]となる。ゲルマン祖語のaiから発展し
た過去単数語幹のē	[ɛː]は，ie	[iə]となる。古フリジア語の開音節における iは
[i]となる123。過去語幹は，単数語幹の方で統一される。これらの変化の結果，
語幹が母音，k, wで終わるものを除いた残りの動詞の内の多くが，i	[i]	–	ie	[iə]	
– i [i]というアプラウトを示すようになる。具体的には次の動詞である。

bite, ite, belide, krite, skite, slite, smite, spite, splite, wite, write

belide以外，語幹が無声閉鎖音の tで終わっている動詞である。現在語幹の幹
母音が [i]となったため，iteは他の動詞と全く同じ変化となっている。
　belideは，古フリジア語の形が bihlīaであり，語幹末に dを生じている。
belideは，現在単数形及び命令形の幹母音が ii [iː]である。これは，古フリジア
語において見られた iと īの交替が平均化され，現在語幹を持つすべての形態
の幹母音が īになった後，dが幹母音と同一音節に属す形態で īの短母音化が起

120 Brunner (1951)は，/i/という幹母音を持つ過去形を弱変化形としており，かつての
過去複数形を継承したものである可能性を否定している（193頁）。
121 stickは本来弱変化動詞第2種（古英語 stician）であり，/i/	–	/ʌ/	–	/ʌ/というアプラウ
トは，stingに対する類推による。
122 lijeにおける古形の残存については，註128を参照のこと。
123	Hoekstra	(2001),	722-726頁を参照のこと。
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こらず，そのまま残されたためであろう124。
　beswikeとwikeも本来このグループに属していたが，過去形には強変化形と
弱変化第1種の形が併存しており，過去分詞は強変化形が姿を消し，弱変化第
1種の形のみが用いられている。
　blikeとgripeは i	[i]	–	ie	[iə]	–	e	[eː]とアプラウトする。過去分詞のe [eː]の起源
は不明である。古フリジア語において，過去複数語幹と過去分詞の語幹で iと
並んでeが現れることがあったが，古フリジア語の eは開音節にあっても無声
閉鎖音の前では近代西フリジア語で長母音化しなかったと考えられるため125，
古フリジア語の eと結びつけるのは無理であろう。なお，blikeもgripeも，弱
変化第1種の変化が併存している。
　strideは現在語幹と過去分詞の語幹の幹母音が長く，i [iː]	–	ie	[iə]	–	i	[iː]とい
うアプラウトを示している。現在語幹の i [iː]は，単数形および命令形の幹母音
で統一された結果であろう。過去分詞の語幹の i [iː]は，i	[i]	–	ie	[iə]	–	i	[i]とい
うパターンのアプラウトに倣い，現在語幹の幹母音と過去分詞の幹母音を同一
にしたことによるものと考えられる。
　glideと rideは，現在語幹の幹母音と過去分詞の幹母音の長短に揺れが見ら
れ，i [i(ː)]	–	ie	[iə]	–	i	[i(ː)]というアプラウトをする。現在単数形及び命令形では，
幹母音は短母音のy [i]である。knipeでも，現在語幹において幹母音の長短に
揺れが見れれる。pの前でなぜ長母音の [iː]が現れるのかは不明である。knipe
は過去形に強変化形と弱変化第1種の形が併存しており，過去分詞は弱変化第
1種の形のみが用いられる。現在単数形，命令形，弱変化過去形，過去分詞の
幹母音はすべて短母音のy [i]である。
　古フリジア語の īは，語末及び母音の直前で [ɛi]になる126。古フリジア語の
snīthaは thの脱落のため，近代西フリジア語では snije – snie – sniene(n) – snien
という変化となっている。なお，snijeは弱変化第1種の変化もする。
　strikeは，strike – striek/struts – strutsenという変化をする。この過去形と過去
分詞の幹母音以降の形は，brekke, sprekke, stekke等と共通している。
　古西フリジア語において，語幹がw (< v)に終わっている場合，-iuwa	–	-ēf/ 
-iou	–	-iouwen	–	-iouwenと変化したが，近代西フリジア語ではこれが -iuwe	
[-jýwə,	 -jówə]	–	 -eau	[-jóu,	 -ǿə]	–	 -eauwen	[-jówən]/-eaune(n)	 [-ǿənə(n)]	–	 -eaun	

124 現在語幹で [i]と [iː]が現れているのは，古フリジア語におけるテーマ母音の脱落し
た直説法現在2人称・3人称単数形の iと現在語幹を持つその他の形態の īの交替を継
承するものではないと考えられる。古フリジア語の閉音節の iは，近代西フリジア語
では [ɪ]になるため，[i]と [iː]の交替という形にはならない。Hoekstra	(2001),	722-723
頁を参照のこと。
125 同書724頁を参照のこと。
126 同書725頁を参照のこと。
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[-ǿən]となる。このパターンの変化をする動詞には，次のものがある。

driuwe, kliuwe, bliuwe, piuwe, priuwe, riuwe, skriuwe, triuwe, wiuwe, wriuwe

これらの動詞の過去形には，弱変化第1種の形が併存している。
　古フリジア語で見られた動詞の内，次のものは失われている。

bīda,	-drīta,	-rīva,	sīga,	sīa,	sīpa,	skrīda,	swīva

germ. *weihanは，これからの派生語も見られなくなっている。また次のものは
強変化形を失い，完全に弱変化第1種へと移行している。

nige, mije, rize, skine, skreauwe, stige

lijeと spije127も本来の強変化形を失い，弱変化第1種の変化をするに至っている
が，それと並んで前者は lije – litte – lit128，後者は spije – spei – speine(n) – speinと
いう不規則的な変化形を併せ持っている。kwineは，弱変化第1種及び強変化
第 3種へ移行している。後者への移行は，nの直後のdが脱落したことによ
り129，本来語幹が -ndで終わっていた強変化第3種の動詞とkwineが同じ語幹形
態となったことによる。
　失われた動詞や強変化第1種ではなくなった動詞がある一方，近代西フリジ
ア語期になってから文献に現れるようになった強変化第1種の動詞や，本来弱
変化だったが強変化第1種の変化形を併せ持つようになった動詞がある130。こ
れには次のものがある。

knipe, krite, lykje, piuwe, priuwe, riuwe, spite, triuwe, wiuwe, wriuwe

knipeは，オランダ語もしくは低地ドイツ語からの借用語と考えれれる。lykje
は弱変化第2種であるが，類推により過去形に liekという強変化の形が併存し
ている。

127 spijeには spuieという別形がある。
128 lijeの現在2人称・3人称には lijst, lijtという形の他，litst, litという古形が保持され
ている。過去形の litte，過去分詞の litはこの litst, litから類推的に形成されたものと考
えられる。
129 Hoekstra (2001), 729頁を参照のこと。
130 弱変化第1種及び強変化第3種へ移行したkwineも，近代西フリジア語になってか
ら見られるようになる動詞である。
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　強変化動詞第1種で，文法的交替を示す動詞は1つも無くなっている。

3. 最後に
　最後に，全体的なことにつきいくつか触れ，本稿を終わりとしたい。
　強変化第1種に由来する変化を示す動詞の総数は，現在，アイスランド語，
スウェーデン語，デンマーク語，ノルウェー語のbokmål，低地ドイツ語，西
フリジア語で30語前後，ノルウェー語のnynorsk，ドイツ語，オランダ語では
それよりも多く，オランダ語は最多の50語を数える。一方，英語は非常に少
なく，多めに数えても15語程度となっている。
　総語彙数の変動について見てみると，言語により差が見られ，ノルウェー語
のnynorskは例外的に数が増えているが，その他の言語では数が減っている131。
総数の減っている言語には，減り幅の小さいものと大きいものがある。減り幅
の小さい言語の場合，アイスランド語のように変動そのものが小さいものもあ
れば，西フリジア語のように失われた動詞や他の語形変化クラスに移行した動
詞も多いが，新たに加わった動詞も多く，結果的に総数が大きく変わっていな
い言語もある。強変化第1種に由来する変化を示す動詞の総数を大きく減らし
ているのがドイツ語と低地ドイツ語と英語である。ドイツ語では古高ドイツ語
期に60語弱，中高ドイツ語期にはそれが更に増加し80語の動詞が見られるが，
現代ドイツ語ではそれが半数以下に減少している。低地ドイツ語では古ザクセ
ン語で40語，中低ドイツでは50語弱の動詞が見られるが，現在は30語にまで
減少している。もっとも，減ったとはいえ，元が多かったためドイツ語の語数
はゲルマン語の中で多い方であるし，低地ドイツ語もほぼ平均的な数である。
英語は，語彙数の減少が最も大きな言語である。古英語においては，文献時代
初期では最多の65語もの動詞が見られ，中英語でも若干数を減らすものの50
数語の動詞が残っているが，それが現在では，上述のような数に激減している。
　強変化第1種に由来する変化を示す動詞が現在，形態論的な1つのグループ
としての一体性を保持しているかについては，英語と西フリジア語以外は，程
度の差はあるが，まだ保持していると見て差し支え無かろう。ドイツ語やデン
マーク語等では2つの下位グループが形成されているが，ドイツ語の下位グル
ープが音環境によりどちらになるか規定されるのに対し，デンマーク語等の場
合は，音環境によりどちらのグループになるか決定することは，すべての動詞
にはできなくなっている。
　語形変化系列内での文法的交替は，ドイツ語の leidenと schneidenにおいて見

131 古アイスランド語と古ノルウェー語，古スウェーデン語と古デンマーク語は，強
変化動詞第1種に属す動詞に大差がなかったと考えられるため，ノルウェー語は古ア
イスランド語と，デンマーク語は古スウェーデン語と比較して考えている。
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られるのみとなっている。また，低地ドイツ語のdiehen/diegenという二重形態
においても，語形変化系列内での文法的交替の名残を見ることができる。
　アイスランド語，フェーロー語，一部の低地ドイツ語方言を除き，過去単数
語幹と過去複数語幹の融合が起こるが，その際，過去単数形の語幹が統一され
た過去語幹になった言語もあれば過去複数語幹が統一された過去語幹になった
言語もあり，また音韻変化の結果，過去単数語幹の幹母音と過去複数語幹の幹
母音が同音となり，両語幹が融合した言語もある。英語における過去形の幹母
音 /i/が強変化第1種の過去複数語幹の幹母音を継承するものならば，英語では
動詞により過去形の幹母音として過去単数語幹の幹母音が残ったものと過去複
数語幹の幹母音が残ったものがあるということになる。
　語幹が母音で終わる*skreianと語幹がwで終わる*speiwanは，言語により変
則的な変化形が生じることがあるが，そうした場合，変化形の整理が行われ，
最終的に変則的な形態を含まない単純な変化パターンが形成されている。西フ
リジア語では，語幹がwに終わる動詞は，特別な1つの変化パターンを形成す
るに至っている。
　強変化動詞第1種の語幹形成法と語彙の変遷は，言語により異なっており，
その点では個別言語的・分散的な発展と言うことができるが，言語接触による
収束的発展を考慮しなければならないケースがある。まずあげられるのが，ノ
ルウェー語のbokmålにおけるデンマーク語の影響である。デンマーク語との
間に差異はあるものの，bokmålが語幹形成においてデンマーク語に倣ってい
ることは明白である。言語接触による言語変化としては語の借用もあげられ
る。その中でも特に目に付くのが，中低ドイツ語からスカンジナビアの北ゲル
マン語への語彙の流入である。その中には，blîvenのような非常に基礎的で重
要な語も含まれている。また，ドイツ語とオランダ語を比較してみると，本来
別の変化クラスに属していた gleichenと gelijken，preisenと prijzen，weisenと
wijzenが共に強変化動詞第1種であり，更にドイツ語の scheidenが強変化動詞
第1種で，オランダ語のuitscheidenも部分的に強変化第1種の変化を示す132。こ
こには明らかに言語接触による影響が見て取れる。

「ゲルマン語強変化動詞第 1 種の歴史的変遷 (1)」への訂正

訂正前　　　　　　　　　　　　　　　　訂正後
11頁下から3行目

132 低地ドイツ語の glieken, priesen, wiesen, scheden，西フリジア語の lykje, priiz(g)je, 
wize, skiedeはどれも弱変化である。
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　-clīfan,	cnīdan,	-cwīnan	 -	clīfan,	-cwīnan
14頁4行目
　…grīpa,	hnīga,… …grīpa,	-hlīa,	hnīga,…
14頁5行目
　…skīna,	skrīa,…  …skīna,	skīta,	skrīa,…
16頁1行目
　…アイスランド語とフェーロー語  …アイスランド語とフェーロー語と
　のみである。  一部の低地ドイツ語方言のみである。
17頁，註48，4行目
　…デンマーク語 drite, mige, sige, …デンマーク語 drite, mige, sige;
　förvita;
23頁7行目
　bide, bita bide, bite
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